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○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  ありがとうございます。私の確認した範囲では、地域の区長さん

の総意は解体ということでお話をお聞きしておりますので、できましたら、そのような形で、是

が非でも進んでいただければなと。当然、除却損の計上とか、費用は発生しませんけれども、決

算上は数字が上がってまいることも私も承知をしております。前回の７月の区長さんへの御説明

は、全ての区長さんではなかったそうなんですが、おおむね解体ということでお話が進められた

というふうに確認をしておりますので、佐須体育館の件につきましては、ぜひ解体のほうでお願

いをできればなというふうに考えてございます。 

 その後、管理運営等がなかなか厳しい状況になるんじゃなかろうかと。今のところ、佐須中学

校の体育館と、それから金田小学校の体育館、このあたりで十分地域の方々の利用はございます

ので、今の状況下であのまま補修をするとか、これはもう非常に無駄な支出負担行為になるんじ

ゃなかろうかと考えてございます。 

 今の屋根、また倉庫が裏にございます。この倉庫につきましては、椅子とか机とか、地域のイ

ベントで我々も少し利用させていただいております。この倉庫も少し残したり、屋根の一部も少

し残したり、この辺も少しありかなというふうに考えておりますので。また、設計事務所等との

協議もございましょう。このあたりは、いろいろ建築基準法上に抵触しないような状況下で進め

ていただければなというふうに考えております。この件につきましては、よろしくお願い申し上

げます。 

 １１月に予定されております、北部、比田勝から南部、厳原までのサイクリングイベントが計

画されております。国道、まだ１０カ所以上、非常に離合困難な箇所が見受けられ、多く点在し

ているのは、市長御承知のとおりと思います。官民一体となって、盛会裏に終えることを念願し、

質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  これで、伊原徹君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  暫時休憩をいたします。再開を１０時５５分からといたします。 

午前10時42分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時53分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 引き続き、市政一般質問を行います。１５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  おはようございます。市政の一般質問、本日、理事者側には少

し耳の痛いことがございます。議会というのは、やはり行政の執行についてのチェックをする役
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目でございますから、そこのところをしっかり聞いていただいて、話を進めたいと思います。 

 それでは、通告に従い、市政一般について質問を行います。 

 １点目でありますが、対馬市ＣＡＴＶ施設管理業務の指定管理についてであります。 

 平成２０年４月１日より開局されました対馬市ケーブルテレビは、総工費７５億の経費を投じ、

公設民営による形式により、当施設の指定管理は１０年間の契約で株式会社コミュニティメディ

アにより運営され、本年が最終となります。 

 対馬市は、今年７月２４日、選定委員会を開催の上、平成３０年４月１日以降の指定管理は公

募によらない選定を提案し、再び株式会社コミュニティメディアに決定したとの情報であります

が、その決定根拠について答弁を求めるものでございます。 

 また、２８年度の収支報告書によりますと、テレビ、インターネット利用のほか、施設管理経

費の一部として、一般会計より、ＣＡＴＶ設置業務委託料２,０２６万円、ＣＡＴＶリプレイス

業務委託料６,７９５万６,０００円が支出されておりますが、この件について決算に計上されな

いようでありますが、会計の処理のあり方としてこれでよいのか、代表監査員のほうにお尋ねを

いたします。 

 次に、保育所の運営についてお尋ねをいたします。 

 過疎の進む中、盒知保育所においては、定員１２０人に対し、これを上回る入所希望があって

おります。住民の間では困った話を私は聞いております。市として現状をどのように捉え、これ

をまた何とか打開する方策は考えておるのか、お尋ねをいたします。よろしくお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  大浦議員の質問にお答えいたします。 

 １点目の対馬市ＣＡＴＶ施設管理業務の指定管理についてでございますけども、当施設は、平

成１７年度から平成２１年度において、対馬市内の情報通信格差の是正のため、市内全域を光

ケーブルで結び、地上デジタル放送の再送信、インターネットサービスに加え、ＩＰ電話サービ

ス及びＩＰ告知放送等の市民生活及び行政サービス等を、指定管理者制度を活用し、平成２２年

４月より対馬市内全域で提供しております。 

 公募によらない候補者を選定した理由といたしまして、ケーブルテレビは、対馬市民にとりま

して、電気や水道と同様に日常生活には欠かせないものになっていることは御承知のとおりであ

ります。仮に、対馬市ＣＡＴＶを管理運営する管理者が変更となった場合には、加入者でありま

す市民の皆様へ無用な手続のお手間と混乱を招くことが危惧され、それを回避することが重要と

の観点から、指定管理選定委員会において決定し、今、その事務手続を進めているところでござ

います。 

 第１に、対馬市ＣＡＴＶ利用料の支払いにおきましては、指定管理者と加入者が収納契約を締
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結し、顧客管理システムを構築しております。口座支払いを希望する加入者は改めて金融機関と

の契約手続が必要となり、現加入者約９,７００世帯、これは口座関係でございますけども、

９,７００世帯において同様の契約を行う必要があります。また、他の支払いにつきましても、

毎月払い、半年払い及び年払いの方法があるために、同時に申し込みが必要と考えられます。さ

らに、現在指定管理者が実施しています有料サービスの内容も異なり、再度申し込みが必要とな

ります。 

 第２に、インターネットサービスにおいては、インターネット事業者が変わる際にはグローバ

ルアドレスが他の事業者へ切りかわるために、加入者側においても取引業者との変更手続などが

必要となります。また、インターネットは、対馬島外のインターネットサービスプロバイダーを

介し接続する必要があり、指定管理者変更時には新たなインターネットサービスプロバイダーへ

の接続へ構成変更する必要があるため、インターネット基本サービス加入者で約３時間、グロー

バルＩＰ等利用者で３日から１週間程度のサービス停止もしくは１カ月程度回線を二重に構成す

るなどの作業が必要となります。 

 第３に、対馬市行政ネットワーク拠点間接続サービスは、厳原庁舎から上対馬庁舎に至る市有

施設１５拠点を結び、万全なセキュリティー対策を講じ、住民票、税証明等の住民サービスを提

供しているところであり、同ネットワークはコミュニティメディアにおいて構築されたものであ

ります。指定管理者変更時には、平成３０年４月１日にインターネット接続サービスプロバイ

ダーが変更となり、グローバルＩＰアドレスが変わるために、現在のネットワーク体系を保持し

つつ、新たなネットワーク体系を並行して構築していかなければなりません。長崎県セキュリテ

ィクラウドや対馬市行政ネットワーク拠点間接続サービスを結んでいる市有施設１５拠点の設定

変更作業など、行政ネットワークの大改修となり、多額の費用が発生いたします。加えて、４月

１日の切替え時には、ネットワーク障害等のリスクを完全には排除できず、最悪の場合は、住民

票の交付等の住民サービスの一時的な停止状態も危惧されるところでございます。 

 第４に、対馬市ＣＡＴＶで当初整備しています重要機器の更改を平成２８年度より順次行って

おり、平成２９年度以降も、加入者への一時サービス停止などを行いながら重要機器の更改を予

定しております。島内加入者への連絡や緊急時の対応が必要となりますが、株式会社コミュニテ

ィメディアでは専門の技術者を配置し、ＩＰ告知放送システム改修等の経験もあるため、機器更

新時の加入者への影響を最小限にとどめることができます。また、コミュニティメディアは、緊

急時のサービス停止を回避し早期復旧を図るため、故障時の緊急復旧用予備機を購入し準備する

等、安定したＣＡＴＶ管理運営に努めてこられました。 

 第５に、インターネットユーザーの増加とデータ量増大による回線速度の低下によってストレ

スを抱える利用者の苦情に対し、同社の経営努力により、上位回線の帯域確保を行い、最大
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１００メガビットの高速接続オプションサービスも提供いただいております。 

 第６に、平成２０年１１月１日から平成２２年３月３１日までの暫定期間中は、基本サービス

料金５００円で、歳出超過の中、経営に尽力していただき、現在まで市の指定管理料の負担なし

で安定した管理運営の実績を築いておられます。また、職員の雇用につきましても、３１名中

２４名を地元採用しており、地域の人材活用等にも貢献していただいております。 

 以上のことから、対馬市ＣＡＴＶネットワークの管理運営実績が良好であり、継続的な指定管

理により、さらなる人材育成やノウハウの蓄積を図ることで、今後も引き続き良好な管理が相当

期待できることから、公募によらない候補者の選定とし、事務手続を進めております。 

 次に、２点目の保育所の運営についてでございますが、対馬市におきましては、現在、公立が

認可保育所６園、へき地保育所６園、こども園１園、私立が認可保育所１園、へき地保育所２園

及びこども園１園の合計１７園の施設で保育を実施いたしております。 

 このうち、公立の保育施設においては、たしかに御指摘のとおり、９月１日現在、９名の待機

児童が発生いたしております。内訳といたしましては、盒知保育所が３名、比田勝こども園が

６名で、要因といたしましては、いずれも保育室の面積要件によるものでございます。 

 面積要件とは国の基準で、保育室等の面積が児童１人当たり、０歳児におきましては１.６５平

方メートル、１歳児は３.３平方メートル、２歳児以上は１.９８平方メートル以上を確保するこ

ととなっているため、保育室等の面積不足により、入所を待ってもらっている状況でございます。

面積要件をクリアするための改築や増築のハード面は、国の園庭の面積基準など、一朝一夕には

解決できませんが、計画的に施設整備を進めてまいりたいと存じます。 

 また、今、国においては、２０２０年をめどに待機児童ゼロを目指し、各種施策が検討実施さ

れておりますが、それらの施策を十分調査研究しながら、現状の施設の配置を考慮し、また認可

保育所とへき地保育所などの無認可保育所の運営を含めた中でのあり方など、国の目標に追従し

ながらも、独自な柔軟な発想をもって待機児童の解消を図ってまいりたいと考えております。 

 例えば、へき地保育所は現在３歳児以上児が入所の対象でございますが、２歳以上児とするこ

とで、少しでも入所の門戸を広げることも検討の一つだというふうに考えております。ただし、

そうした場合、保育士が試算では４名ないし５名程度不足することが想定されますので、その辺

も含めた検討をしていきたいと考えております。 

 これらにつきまして、整理の意味合いからも、国の基準を参考にして作成運用されている市の

入所基準の見直しを行い、より保育が必要な家庭の児童を優先的に入所できるようなシステムの

構築に努めてまいりますとともに、子供たちにとりまして、そして保護者にとっても、よりよい

保育所を目指して、今後とも保育環境の整備に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（小川 廣康君）  代表監査委員、長岡豊明君。 

○代表監査委員（長岡 豊明君）  大浦議員の質問にお答えいたします。 

 対馬市ＣＡＴＶ施設の管理運営業務の平成２８年度の収支報告書について、会計処理のあり方

はこれでよいのかというお尋ねに答えます。 

 御質問の収支報告書については審査を実施していないため、適正かどうかの判断はできません

が、監査委員として審査する場合においては、基本的には管理運営に関する協定書で締結をした

管理業務について、管理に要した経費の収支状況が記載されていれば問題はないと考えます。 

 具体的には、ＣＡＴＶ施設の管理業務に係る収支が、他の利用に係る収支と明確に区別され、

適正に処理されていればよいとされております。 

 収支報告書が不適正と判断された場合どうするかという問題ですが、監査委員が判断した場合、

監査委員は指定管理者に改善措置を求める権利はないので、是正を必要とする事項については、

市長に改善の指示を行い、市長の事後処理を促します。 

 担当部署が判断した場合でございます。地方自治法及び施設の管理運営に関する協定書の定め

に基づき、業務や経理の状況に関し再度報告を求め、実地について調査をし、改善措置を行うよ

う指示いたします。 

 以上で質問事項の報告を終わらせていただきます。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  先ほど市長のほうから答弁を、決定根拠、これを私、今、聞き

まして、対馬市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例、これがちょっと拡大して、私、

手元にあるんですが、この条例の運用によって手続は行われるというふうに理解しております。 

 まず、基本的に、指定管理は公募による、第２条です。公募によらない特別の理由が発生した

場合には、第５条という定義がございます。５条の中の（１）、（２）、（３）、これは該当し

ませんが、（４）だと思います。「公の施設の性格、規模、機能等を考慮し、設置目的を効果的

かつ効率的に」、ちょっとよく見えませんので途中飛ばします。「地域等の活力を積極的に活用

した管理を行うことにより、事業効果が相当程度期待できると認めたとき」、これが判断という

ことになっております。そのため、２項、「市長等は、前項の規定により候補者を選定するとき

は、あらかじめ第３条各号に定める事項について当該団体と協議を行い、前項各号の基準に照ら

し総合的に判断するものとする」、このように書かれております。 

 担当部署が財産運用課ということでございますから、ただいま市長が決定する前に、第３条、

これは管理を行う公の施設の事業計画書を、平成３０年以降の構想をまずコミュニティメディア

からいただくということになります。２番目に、管理に係る収支計画書を、違う方向でやってい

くならば、その構想を出してもらわないかん。次に、当該団体の経営状況を説明する書面。その
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他市長が求める。この第３条に基づくことをあらかじめチェックして、担当部署が、そしてこの

方向をよしとみなした場合に前へ進める、このようになっております。 

 担当部長でも市長でも結構ですが、このことをチェックされたかどうか、率直にお尋ねいたし

ます。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  このことにつきましては、議員さんおっしゃられるように、条例の第

５条の４項に基づいて進めているところでございます。 

 ただし、今、少し誤解をされているところがあるんですけど、これはまだ決定したわけではご

ざいません。コミュニティメディアに決定したわけではございません。あくまで選定委員会のほ

う、指定管理者の、こちらのほうで非公募にしようということで、先ほど申されました事業計画

書や収支計画書、そしてまた、その会社の経営状況等はこの９月２９日までに提出ということで、

他の指定管理も含めて指定をしております。その中で、その後、再度指定管理者選定委員会のほ

うで適正化どうかの判断をするということになっているところでございます。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  ７月２４日に選定委員会があったということを、ちょっと情報

聞いたんですが、これは全くの誤りでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  総務部長、有江正光君。 

○総務部長（有江 正光君）  ７月２４日に指定管理者選定委員会があったのは誤りかと、開催さ

れたのは事実ではないのかという質問でございますが、委員会は開催をされております。先ほど

市長も答弁申し上げましたとおり、その委員会の折に、ＣＡＴＶの指定管理業務に関しては非公

募ということで事務手続を進めていこうということで、そのことは委員会の中で決定を見たとこ

ろでございまして、本会議冒頭、初日に、黒田議員のほうから質問がございました。今、条例

３条の規定でございますが、事業計画、収支計画等を提出の上、その旨決定したのかという質問

ございまして、それに対し、その後、そういう資料を提出した上で再度指定管理者選定委員会で

審査を行って手続を進めてまいりますということで、私のほうから答弁させていただいた次第で

ございます。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  部長のお話は理解できるんですが、先ほど市長の答弁では、新

しい事業者を迎えれば住民の混乱を招くような、またシステムがとまるようなことで、絞り込ん

だ話をされた物の言い方をされたから、どちらが正しいんですか。私は、部長さんのおっしゃっ

た話なら理解できるんですよ、今の。どこですかね。今の市長の答弁のお話と部長の答弁と違う
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と思うんですが、どうですか。私、耳が悪いとかな。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  この指定管理選定委員会のほうでも、私が申しましたような６点ほどの

理由で、やはりこれは非公募にして継続することが望ましいのではないかということでの、非公

募を決定した理由ということで御理解願えればというふうに思います。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  わかりました。ですから、そこが決定されたというふうなこと

でよろしいですね。今、部長さん、ちょっと何か違うような発言を私は聞いたんですが。 

 それならばそれで申し上げますが、なぜ３条のことをただしたかと言いますと、これ、私のほ

うで調べた範囲でございますが、会社の、要は経営状況につきまして、今の収支報告書が市に出

ております。これじゃ、全くわかりません、あの実態は。これ見ませばね、私は２７年と８年を

情報公開、条例の手続によりいただきました。収支報告の中で、結局、経常利益は２７年度が

８４３万相当、２８年度が１,１５９万２,０００円相当、こうなっています。 

 この中で非常に注目するべきことは、テレビの使用料についてはそんなに大きな変化があって

おりません。問題は、インターネット利用がわずかその１年の間に、２７年度が４,０９６件に

対し、２８年度は４,５４９、非常に、４５３人伸びているんです。そして、収入も、インター

ネットについては金額が１,６００万ほど増収しています。 

 今、市長が、公募をかけない理由を申されましたが、この当該業者が、私の今申し上げます会

社の経営状況とそれからインターネットの現状等、現状の改善対応が可能かということで私調べ

てみたら、どうやら難しいようなことではございました。はっきり申しましょう。それは、私の

話をまた後で行政側はチェックされればいい。 

 まず、インターネットについては、０.５メガですか。それの４,０００人から４,５００人で

２万２,０００ということで、２.２ギガとかいう数字が出てくるわけですが、じゃあ、この改善

がコミュニティメディアさんにできるかと言えば、できないだろうというふうな私は見解をいた

だいております。 

 これはどういうことかと言いますと、ＮＴＴ回線の使用について、ＮＴＴと特に相互の関係で

ある通信等の会社組織等が、このことに、今回のＣＡＴＶの事業をあわせて可能な仕事をされる

方については、例えば２つの線が今の現状ならば１０本の線まで使われますというような、そこ

までのことが現実にあっておりますし、そういう状況、情報であります。それを考えたときに、

今、市長が申されたことが、私はインターネットの帯域といいますか、そこらの改善が、ものす

ごい市民も反発を持っています。もう夕方以降は動かんぞと、スローモーションであると。そう

しますと、この分野が解決しないと、このケーブルテレビの将来の展望は私はないと見ています。
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ここのところがポイントになります。ところが、通信業者、ＮＴＴに近い業界においてはこれが

可能だということ、これ、少し勉強されてほしいと思うんですよ。いや、部長がちょっと首をか

しげましたけども。一般企業には、そういうふうな回線の使用について制限があるというふうな

ことは私は情報として聞いて、現実にその事例をわかっております。 

 それと、先ほど言いました決算なんですが、私は今から５年前、２５年の６月の定例会で、き

ょうのような似たような一般質問を、コミュニティメディアさんの会社経営について一般質問を

したことがございます。当時の収支報告書の中に、長期借り入れが１億２,０００万相当ありま

した。そして、経営が非常に余りよろしくない状態でありました。しかし、市がこのコミュニテ

ィメディアの最終的な収支を、１０年後には収支が５,０００万ぐらいの黒字になる資料をつく

っておりました。これは、議員の皆さん、持っております。 

 それが、もう言いましょう。会社から私たちは決算書をもらうことはできません。○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○インターネットの２ギガ以上１０ギガ以内、そこらの世界が、どうやら現実

に海底ケーブルの中であっているみたいです。そこのところを少し勉強されて総合的に考えない

と、今のまま進めば、私は取り返しのつかないことになるかもしれんと思います。ですから、議

会は行政のチェックですから。これをまたもう一遍ひもといて確認されて、そして、ああ、これ

はあかんなとなれば、よくよくまた考えます、これがいいじゃないですか。そういうふうなこと

で、今のまま進めば、そういうことが未解決になったまま事が進むというふうなことを私は指摘

いたします。 

 ですから、きょう私が言うたことが、頭に来て、何を言うかじゃなくて、事実を少し調べてい

って、そうであればまた考え直して逆算する。例えば、インターネットの回線が１０ギガまで使

われるような会社が出てきた場合、それが、準備する期間が３月とする場合、３月前からその公

募をかけて事をやるとかいうことを考えるのが私は当然だと思います。その辺を、市長、先ほど

の必要性は、私も聞いて、なるほど、５００円であったことも知っています。あれで相当な赤字

が出ています。累積で、たしか私の数字では、億の金やったと思います。だって、テレビ料、半

分で行っとるんですから、２年間。２０と２１じゃないですか。私は、先ほど申し上げました

１０年間を逆算したら、２０年度から始まったつもりなんですけども、これ、間違いやったかね。

たしか２２とか言わんやったですか。２２からいうたら、合わんでしょう。１０年間でことしい
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っぱいですから。だから、２０年でしょう、開局は。そうならんですかね。市長の答弁やったら、

私のほうが間違いでありまして。２０年の４月１日ですよ、逆算すれば。だから、３０年の３月

３１日で１０年にならんですか。 

 先ほど言われました市長の判断理由も非常に理解するところですが、先ほど申し上げましたこ

とが今後大きく問われる。インターネットの活用は、４,５００から、それ以上伸びるというふ

うなことが、早く画面が切りかわるような状態に戻れば、そういうふうな期待がこのＣＡＴＶに

は残されたことと、あとは番組構成、この方向だと思います。 

 何かございましたら。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  先ほど、まず１点目のインターネットの速度の関係でございますけども、

確かに今、コミュニティメディアのほうは、この４月から１ギガを増やして、１.５ギガになっ

ているんじゃないかなというふうに思っております。そういう中で、ただし壱岐までは、私たち

の情報では１０ギガが来ているんじゃないかというような、ちょっとまだはっきりとした情報じ

ゃありませんけど、そういった情報はありますけど、対馬まではまだそこが来ていないというよ

うなことでございます。 

 ただし、ダークファイバーという言い方をされてありますけども、ここら辺で、今後もう少し

回線の速度を増やしていけるように、今いろいろな団体と協議しながら、こちらといたしまして

も現在勉強をしている状況でございますので、この件については、ぜひとも早い段階で改善をし

ていきたいとふうに考えております。 

 それと、２点目の決算の状況についてでございますけども、○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 実際に、この平成２８年度のコミュニティメディア本体全体の資産状況ちゅうのは、赤字の

８１万程度にまで改善をしている状況でございます。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  ２７年度ですか、確認されたのは。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  ２８年４月１日から２９年の３月３１日までの期間の貸借対照表で確認

をしておりますし、これはコミュニティメディアが税務署のほうへ申告をした書類を確認をして

チェックしているところでございます。 
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○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  そうすれば、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  決して私は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○ 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  今の話の中で、私はちょっと、そのまま突っ切るつもりですね。

公募をかけずにやるという行き方をそのまま貫くということでしょう、今の答弁は。私の指摘し

た２つの問題について疑義があるが、そこのところをよくよく調べて、問題があれば考え直すこ

とはできんかというふうな話なんですよ。それを調べられて、インターネットの問題も、これじ

ゃ無理、ほかの手を使わにゃいかんというようなことになった場合に、後戻りもできませんし、

その辺を時間かけて確認をとってくださいよと。そんなに時間かからんと思います。 

 そして、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○そこんところははっきりしてみましょうや。なしてか言うたら、私、途中

まできつかったと見とるんですよ、収支の中で。２５年度の収支の長期借入れを１億２,０００ぐ

らいに、そう数字で出ていましたから、資料に。そうやから、こりゃ大変な赤字じゃなというふ

うなことであったんですが、そのころ。２５、２６、その辺は、かなりの状態であったと思いま

す。 

 その辺は、市長、どうでしょうか。私は、柔軟な考えを持たれて、決めつけずに、話し合いの

中で事実を確認しながら、もしどっちかに間違いがあれば、正しいっていい方向に向けりゃいい

じゃないですか。今の中じゃ決めとるからそうは言わんでしょうけども、もしそうじゃない過程

があればということで、私はきょうの話は、今の件はその程度でですね、いいですか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  この件につきましては、確かに大浦議員さんのおっしゃられることも私

もわかりはしますけども、要は、大浦議員さんがこの会社ではだめだといった理由の一つが、先

ほど申された、○○○○○○○○○○○○○○○○○ということが一つの大きな要因だというふ
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うに考えておりますので、そこをきちんとした判断でしていかないと、そこが全く間違えば大き

なことになると、逆に私はそういうふうに考えているんです。 

 確かにおっしゃられるように、平成２５年のほうから見ていきますと、当初はかなりの債務超

過をしてあるようでございます。確かに、平成、これは２４年度期ぐらいは８,１００万ぐらい

あります。そして、平成２５年度が７,６００万ぐらい、純資産で、債務超過になっております

けど、ただ、これがインターネット等の加入者の増、そしていろいろな自主事業等によりまして

改善を年々されてきております。そこで、今年度２８年度の純資産では８１万４,０００円ぐら

いまでに、ほぼ赤字は解消された状況にまで改善されている状況でございます。そういった中で、

現状の中で、ただこれを、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○というようなことを言われたら、ちょっとこちらも判断のしようがない

というふうに考えております。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  非常に大事なところだと思います、○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○もし、じゃ、逆に私の

ほうが正しければ、また考え直して、そしてインターネットのことも、今の２ギガをそれ以上の

大きなことができる組織等があるかもしれないし。 

 私が言いよるのは、公募するべきだということを言っているんです。今の会社を外すとかじゃ

なくて、公募の中で決定したらいいんじゃないかということを言いよるだけであります。だから、

そこを外せじゃなくて、公募というふうなことは大事なことでないかというふうに思っておりま

す。 

 あと５分しかないから、保育所のほうに入りますが、一応、市長、悪う思わずに、もしはっき

りすれば、また前に進むこともあると私は思います。そう、私は理解します。 

 それから、保育所の件ですが、実はこういうことがございました。水崎の保育所に、２歳足ら

ずかな、そして３歳の子供さんが、母親が仕事の関係で豊玉方面に、保育所ですが、通所といい

ますか。それで、第３子が生まれて、その方は大船越の平瀬原におるそうですが、大船越の保育

所は、先ほど言いますように、３歳のへき地保育所ですから、２人の子供を連れていくわけにい

かんと。３歳については問題ないと。ところが、兄弟を別々に送ることが難しい中で、盒知のほ

うに頼みに行ったら、２歳児もだめというふうなことで、困り果てて相談を受けたんですが。 

 私は、厳原愛育会、ここの経営は、へき地保育所の中で２歳児を対応するという、非常に喜ば

しいことだと。そして、阿連の保育所が閉鎖されて、今里、西へき地保育所という名称のもとで、
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阿連のほうから２歳の児童を今里の保育所の中で預かってくれというふうなことを通されて、話

が折り合うた話を耳にしておりましたもんですから、いいことやなと思いまして、大船越の保育

所に２歳児の、盒知でオーバーした方の何とか救う場所ができんかなという思いできょう立って

おります。そこらあたりを、また部内で検討されまして、非常にいいことじゃないですか。

４０名の定員に対して１８名やった、現状は。これは幾らでも入るがなと。 

 そういうことで、きょうの話がどうなのか、待っとるかもしれません。電話が何遍かございま

した。私はお願いするしかできませんが、ひとつ、このことをまた担当部長、保育所の現場も話

しながら、何とかそういうふうなことに。せっかく、子供が３人ですよ。いいことじゃないです

か。少子化対策をどうしましょう、こういうときに、スムーズに入られる、やはり環境をつくっ

てほしいと市長のほうにお願いいたしまして、もう時間ですから一般質問を終わります。よろし

くお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  以上で、これで大浦孝司君の一般質問は終わりましたが、私から一言お

願いを申し上げます。 

 今のやりとりの中で、いろんな大きな団体あるいは会社等の信用問題にかかわる発言があって

おります。これは、議員の一般質問の申し合わせ事項の２項にも上げておりますけど、団体、会

社等のそれぞれ会社の中身等については、その審査に慎重を期して議場で発言をしていただきま

すように、今のやりとりの中でそれを感じましたので、今後十分に御注意を願いたいと思います。 
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○議長（小川 廣康君）  これで午前中の日程を終わります。 

 暫時休憩いたします。午後の再開を１時ちょうどといたします。 

午前11時44分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 午前に引き続き、市政一般質問を行います。１０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  会派、未来研究会の小田でございます。お腹もいっぱいとなり、

眠たい時間帯でございますけど、しばらくの間、御辛抱願いたいと思います。 

 一般質問に入ります前に、行幸啓記念碑の移転建立について御報告させていただきます。 

 なぜかと言いますと、私、財部市長時代に、このことについて一般質問をいたしました。財部

市長の答弁は、政教分離とかわけのわからない答弁で逃げられましたが、その後、日本会議対馬

支部の会議の席上、議論がなされまして、最終的には長崎県日本会議に相談し、日本会議本部ま

で話が持ち上がり、協賛金を募ってまいりました。対馬市民はもちろんのこと、議員からも御賛


